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は
、
早
期
稼
働
を
求
め
る
請
願
４
件
を
採

択
、
再
稼
働
に
反
対
の
請
願
56
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、安
全
保
障
関
連
法

案
の
廃
案
を
求
め
る
な
ど
の
４
件
の
請
願

を
不
採
択
と
し
て
い
ま
す
。

1 

補
正
予
算

　

予
算
は
、
一
般
会
計
で
98
億
９
，

７
０
２
万
円
の
増
額
補
正
で
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
集
中
豪
雨
災
害
等
に
備

え
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
県
独
自
の
防
災
・
減
災
対
策（
道
路
や

員
会
で
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
書
１
、
決
議
１
を
否
決
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
報
告
６
件
が
あ

り
ま
し
た
。

　

可
決
議
案
の
内
訳
は
、
補
正
予
算
１
、
条

例
２
、
人
事
１
、
決
議
１
、
意
見
書
４
、
そ

の
他
７（
財
産
処
分
や
契
約
関
係
な
ど
）で

す
。

　

審
査
し
た
請
願
は
64
件
で
、
そ
の
う
ち

伊
方
原
発
再
稼
働
に
関
す
る
60
件
の
請
願

　

第
３
４
２
回
愛
媛
県
議
会
定
例
会
が
、

９
月
22
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
29
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
９
月
議
会

で
は
、
伊
方
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
賛
否

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
意
見
が
戦
わ
さ
れ
、

議
会
と
し
て
は
再
稼
働
を
容
認
す
る
決
議

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
て
い
ま
す
。

　

議
案
の
概
略
は
、
補
正
予
算
な
ど
を
含

む
16
議
案
を
可
決
、
平
成
26
年
度
決
算
の

認
定
な
ど
に
関
す
る
６
議
案
は
、
特
別
委

安全・安心確保対策の推進 44億5,000万円

（1）県単独緊急防災・減災事業
①緊急輸送道路等の整備
②河川、海岸、港湾施設の改修
③土砂災害を防止する砂防施設の整備
④がけ崩れ防災対策の促進
⑤河川の氾濫を防止する河床掘削の推進

25億1,000万円
7億9,820万円
6億8,800万円

2億380万円
2億5,000万円

当面する課題への対応 25億7,299万円

１.産業の振興
（1）農林水産業の振興　5項目
①キウイフルーツ全伐採農家の営農再開

に向けた改植・施設整備への支援
②6次産業化商品の認知度向上のための

販売店舗の開設 ほか
（2）商工業の振興　7項目
①中小企業者の資金繰り支援（融資枠50

億円拡大）
②プロフェッショナル人材の活用による

企業の経営革新の促進
③「スゴ技」ブランドの知名度向上のた

めの情報発信 ほか
（3）観光の振興　6項目
①自転車新文化の推進に向けた調査・検

討、サイクリングコースガイドマップ
の作成

②ラッピング列車や大都市圏の公共交通
機関を活用した誘客促進 ほか

２.移住等の促進　3項目
①移住情報のビッグデータ化や移住フェ

ア等の実施による本県への移住促進
②生活衛生関係営業者の定着促進のため

の社会実験
③愛媛型CCRCの導入に向けた調査・検

討 ほか
３.教育・スポーツの充実　4項目
①高校生の地域への定着・回帰を目指し

たモデル的取組みの実施
②今治工業高校への造船コース新設【実

習棟の設計、3次元CADシステムの整
備など】 ほか

４.福祉の充実、女性の活躍推進
①障害者授産製品の認知度向上のための

販売促進イベントの開催 ほか

23億8,924万円
3,586万円
1,130万円

1,000万円

22億217万円
20億円

2,300万円

7,275万円

1億1,430万円
3,977万円

3,993万円

8,683万円
6,488万円

1,000万円

1,195万円

1億348万円
4,727万円

5,052万円

3,035万円
1,670万円

■9月補正予算

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
平
成
27
年
９
月
）
の
概
要
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も
の
で
す
。
ま
た
、
議
会
の
判
断
は
、
知
事

の
判
断
材
料
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
絶
対

に
必
要
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会

の
中
で
も
、
賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

が
あ
り
、
全
会
一
致
で「
再
稼
働
賛
成
」と

な
っ
た
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

知
事
が
会
見
の
中
で
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、「（
原
発
は
）あ
る
方
が
い
い
か
、
な
い

方
が
い
い
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
な
い
方
が

い
い
」
も
の
で
す
。
し
か
し
、「
日
本
の
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
鑑
み
た
場
合
、
原

子
力
発
電
所
に
替
わ
り
得
る
、
コ
ス
ト
、
出

力
、
安
定
供
給
と
い
う
３
条
件
が
満
た
さ

れ
た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
つ
か
る
ま
で

は
、
そ
の
時
代
、
そ
の
時
点
で
の
最
新
の
知

見
に
基
づ
く
安
全
対
策
を
施
す
中
で
、
向

き
合
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
」も
の
な

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
廃
炉
も
含
み
、
原
発
と
の
長

い
戦
い
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

3 

そ
の
他
の
議
案

　

県
営
砥
部
団
地（
第
四
期
）新
築
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
契

約
の
議
案
が
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
請
負
金
額
を
以
下
の
と
お
り
変
更
】

８
億
７
，
０
４
８
万
円

　
　

➡
８
億
７
，
７
１
６
万
９
千
円

【
工
事
概
要
】

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

地
上
10
階
建

竣
工　

28
年
４
月
30
日（
予
定
）

請
負
人　

愛
媛
・
松
山
・
大
和
共
同
企
業
体

代
表
者　

愛
媛
土
建
株
式
会
社

構
成
員　

松
山
土
建
株
式
会
社

構
成
員　

�

大
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

株
式
会
社

4 

議
員
提
出
の
議
案

　

議
員
提
出
の
議
案
は
、
意
見
書
５
件
、
決

議
２
件
が
あ
り
、
可
決
５
、
否
決
２
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
以
下
、
私
は「
○
」は
賛
成
、「
×
」は
反

対
し
て
い
ま
す
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案
】

①
認
知
症
へ
の
取
組
の
充
実
強
化
に
関
す

る
意
見
書（
○
）

�　

今
後
の
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
等
に
対

応
す
る
た
め
、
認
知
症
へ
の
理
解
の
一

層
の
促
進
、
当
事
者
や
家
族
の
生
活
を

支
え
る
体
制
の
整
備
、
予
防
・
治
療
法

の
確
立
な
ど
、
総
合
的
な
取
組
を
要
望

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
促
進
に
関

す
る
意
見
書（
○
）

地
方
が
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
国
際
競

争
力
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る

議
決
。
賛
成
は
、
自
民（
28
）、
愛
媛
維

新（
６
）、公
明（
３
）、県
民
連
合（
１
）、

無
会
派（
２
）で
す
。

　

私
も
、
本
会
議
で
は
再
稼
働
賛
成
の
立

場
で
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
10
月
26
日
中
村
知
事
が
記
者

会
見
し
、
安
全
協
定
に
基
づ
く
伊
方
３
号

機
の
事
前
協
議
を
了
解（
同
意
）す
る
と
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

前
の
県
政
活
動
レ
ポ
ー
ト
に
も
書
い
て

い
ま
す
が「
地
元
の
意
見（
同
意
）は
法
律

で
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
民
主

的
な
手
続
き
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
」

河
川
、
砂
防
施
設
等
の
整
備
）を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
か
い
よ
う
病
被
害

を
受
け
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
生
産
者
の
営

農
再
開
支
援
、
今
治
工
業
高
校
へ
の
造
船

コ
ー
ス
新
設
の
ほ
か
、
国
交
付
金
を
活
用

し
た
地
方
創
生
の
先
行
実
施
な
ど
、
当
面

す
る
課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
累
計
で
６
，
４
９
１
億
７
，

５
５
９
万
円（
前
年
同
期
比
４
．
１
２
パ
ー

セ
ン
ト
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

2 

伊
方
原
発
３
号
機
の

　

 

再
稼
働
に
つ
い
て

　

９
月
議
会
の
焦
点
は
、
県
議
会
が
伊
方

原
発
３
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
判
断
を
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
議
会
の
判
断
は
、次
の
と
お
り
示
さ
れ

ま
し
た
。

▶

10
月
６
日
県
議
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機

管
理
特
別
委
員
会
で
、
請
願
の
採
決

　

再
稼
働
に
賛
成
の
請
願
４
件　

採
択

　

再
稼
働
に
反
対
の
請
願
56
件　

不
採
択

▶

10
月
９
日
の
本
会
議
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
危
機
管
理
特
別
委
員
会
の
採

決
の
と
お
り
議
決

▶

10
月
９
日
の
本
会
議
に
自
民
党
か
ら

「
伊
方
原
発
３
号
機
の
再
稼
働
に
関
す

る
決
議
書
」
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数
で
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つ
安
価
な
供
給
を
確
固
と
し
た
も
の
と

す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
我
が
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
勢
や
地
球
温
暖
化
対
策
等
を

踏
ま
え
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の

と
判
断
し
た
。

【
否
決
さ
れ
た
議
案
】

⑥
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書（
×
）

⑦
伊
方
原
発
３
号
機
再
稼
働
に
関
し「
地

元
合
意
」
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
適
切

な
対
応
を
求
め
る
決
議（
×
）

5 
報
告

　

９
月
議
会
で
は
６
件
の
報
告
が
あ
り
、

う
ち
４
件
が
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
で
し
た
。

【
普
通
会
計
】

実
質
公
債
費
比
率　

13
．
２
％

（
対
前
年
度
０
．３
ポ
イ
ン
ト
改
善
）

　

※
18
％
が
危
険
ラ
イ
ン
。
25
％
を
超
え

る
と
起
債
す
る
の
に
制
限
が
入
り
ま

す
。

将
来
負
担
比
率　

１
５
８
．０
％

（
対
前
年
度
８
．
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
）

　

※
４
０
０
％
が
危
険
ラ
イ
ン

た
め
の
支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

海
外
に
向
け
て
戦
略
的
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す

る
な
ど
、
日
本
の
魅
力
を
発
信
す
る
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
を
拡
大
す
る

こ
と
な
ど
を
要
望

③
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
対
策
強
化
を
求

め
る
意
見
書（
○
）

国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
ず
、
畜
産
・
酪

農
経
営
が
中
長
期
的
に
経
営
を
見
通
せ

る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望

④
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書（
○
）

平
成
28
年
度
を
始
期
と
す
る「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
に
、
主
伐
・
再
造
林

の
推
進
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
の
循
環

利
用
に
向
け
た
具
体
的
政
策
を
反
映
さ

せ
る
等
、
地
域
林
業
に
お
け
る
課
題
解

消
に
向
け
た
新
た
な
政
策
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
要
望

⑤
伊
方
原
発
３
号
機
の
再
稼
働
に
関
す
る

決
議（
○
）

賛
否
両
論
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
県
議

会
と
し
て
は
、
伊
方
発
電
所
３
号
機
の

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
県
に

よ
っ
て
厳
正
に
審
査
、
確
認
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

伊
方
発
電
所
３
号
機
を
再
稼
働
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
県
民
の
暮
ら
し
や
産

業
活
動
に
必
須
で
あ
る
電
力
の
安
定
か

東
京
中
央
卸
売
市
場

大
田
市
場

研修
報告

関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
、
東

京
青
果
株
式
会
社
の
泉
取
締
役
部
長

か
ら
近
況
分
析
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

市
場
か
ら
は
、「（
他
産
地
も
含
め
）今

年
の
温
州
み
か
ん
は
、
レ
ベ
ル
が
高

い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
場
関
係
者
も
、
農
家
の

後
継
者
不
足
を
心
配
し
て
お
り
、
生
産

者
あ
っ
て
の
市
場
だ
と
い
う
事
を
話

し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

11
月
６
日（
金
）、
早
稲
温
州
み
か

ん
初
競
り
の
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
参
加
し
、
愛
媛
の
温
州
み
か
ん
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
に
は
、Ｊ
Ａ

全
農
え
ひ
め
の
岡
本
健
治
会
長
は
じ

め
生
産
者
代
表
も
駆
け
つ
け
、
愛
媛
県

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

初
競
り
の
後
、
生
産
関
係
者
と
市
場左から私、岡本会長、泉東京青果取締役部長

−3−

えひめ温州みかんの初競りの様子。こういった風景
も減ってきているとのことで、市場の近代化も進ん
でいるようです。



　
近
隣
の
国
か
ら
教
科
書
や
靖
国
参
拝
な
ど
国
内

問
題
を
と
や
か
く
言
わ
れ
、
敗
戦
国
は
い
か
ん
な

あ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
本
を
読
ん

で
、
少
し
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

　
著
者
は
、「
慰
安
婦
」や
東
京
裁
判
な
ど
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
国
際
法
学
者
。
先
の
戦
争
を

日
本
の「
負
の
歴
史
」と
考
え
て
い
ま
す
が
、「
そ

う
い
う
負
の
歴
史
は
、
な
に
も
日
本
に
限
ら
な
い
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
ど
の
国
も
も
っ
て
い
る
の
で

す
。
た
だ
、
そ
れ
に
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
こ
そ
が
、
民
族
・
国

家
と
し
て
の
矜
持
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」と
い
う
箇
所
、
ま
た
、
ど
こ
の
国
も
や
っ
て
い

る
こ
と
だ
か
ら
日
本
は
悪
く
な
い
、
と
居
直
る
態

度
は
、
あ
ま
り
に
も
矜
持
か
ら
遠
い
。
英
仏
な
ど

欧
米
諸
国
が
果
た
し
て
い
な
い
植
民
地
支
配
責
任

を
提
起
し
、
日
本
の
取
り
組
み
が
先
駆
と
な
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
日
本
は
、
欧
米
が
陥
っ
て
い
る
傲

慢
さ
か
ら
す
こ
し
は
免
れ
て
い
る
、
と
も
い
え
る

の
で
す
。」の
く
だ
り
に
は
、
心
か
ら
共
感
で
き
ま

す
。

『「歴史認識」とは何か
対立の構図を超えて』

中公新書　2015年７月25日発行

著者：大沼保昭　聞き手：江川紹子

晴走雨読最近読んだ（購入した）本の紹介

せ そ ど
い うう く
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❶ 地域に活力を !!　>>> 産業
◆中山間地農業の振興
◆県産材使用補助制度の充実（住宅や地域集会所など）
◆ CLT（直交集成材）の普及促進
◆砥部焼振興と窯業技術センターの機能強化

❷ 安全・安心を !!　>>> 暮らし
◆救急医療体制の充実
◆災害防止対策の充実（災害危険箇所の詳細調査）
◆災害時避難所設備の充実
◆主要地方道伊予川内線の渋滞緩和

❸ 次世代に光を !!　>>> 人づくり
◆地域に合った子育て施設の充実

 （認定子ども園や小規模保育事業など）
◆子ども医療費無料化の支援
◆スポーツを通じた人づくり
◆女性団体の活動支援

❹ 誇れる愛媛を !!　>>> 環境
◆ごみの 3R（発生抑制・再利用・再生利用）促進
◆公共施設の新エネルギー利用促進

愛媛県議会議員

松下行吉  まつした  ゆきよし

〒791-2141　愛媛県伊予郡砥部町岩谷口 135
TEL 089-969-3605　FAX 089-969-3606
Email：matsushita31@iyo.ne.jp
http://www.iyo.ne.jp/matsushita31/

松下ゆきよしの行動・政策


